
令和６年 １０月頃の試験運行Ⅰ開始を
目指します

●居住地側の乗降場所候補地の確認、ニーズ調査結果の報告、
ルート設定の条件について検討を行いました。併せて、今後
のスケジュールを確認しました。

【試験運行Ⅰに向けた今後のスケジュール】

・「運行方法」のイメージを固める
（乗り場、ルート、ダイヤ、運行日数など）

・「運用・運営方法」のイメージについて意見交換
（利用条件、予約方法、運賃など）

岡田・鶴巻地区

岡田・鶴巻地区 地域交通検討会を開催しました

1月22日開催の第６回検討会では・・・

・「運用・運行方法」のイメージを固める

・ 試験運行の運用、運営方法（素案）の整理
・ 試験運行Ⅰの計画（案）の整理

２月以降

３月以降



「ルート検討の流れ」
・居住地側の乗り場を周り、目的地の降車場所までのルー
トを設定（往路）

・目的地側の乗り場を出発し、住んでいる側の乗降場所を
周るように、ルートを設定（復路）

・片道にかかる時間が、目安とする時間内かチェック

運行ルートの検討の後、運行ダイヤ、
運行日数などの検討に進みます。

「基本的な運行ルート」とは
・ 基本的なルートに沿って、
順番に周るように運行します。

・ルートを設定していても、
予約がない区間は通らずに
ショートカットすることもあります。

■発行・運営:岡田・鶴巻地区地域交通検討会
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「基本的な運行ルート」を検討します

次回の検討会は２月26日（月）に開催、


